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Zoomとは
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パソコンやスマートフォンを使って、セミナーやミーティングをオンライ
ンで開催するために開発されたアプリケーション
✓ Skypeとの違いは？ 「個人間のビデオ通話」ではなく「オンライン
会議室」

図の出典）栗田一輝（2018）Turbo Blog,  https://www.turbine.co.jp/blog/201808-zoom-skype-difference

〇お互いのIDを知る必要はない
〇途中参加、途中退室も自由
〇録音録画機能がある

〇ブレークアウト（参加者グループ
の分割）ができる

×なりすまし、荒らしなどの恐れ
→頻繁なバージョンアップ



今持っているアカウントはどうなる？
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◼ 無料アカウントの場合
（大学が法人契約して）5月はじめに先生方に知らされる
アカウントを授業では使う
現在お持ちのアカウントは学生側画面の確認等に使う

◼ 有料アカウントの場合
現在お持ちのアカウントの活用については、
法人契約締結後に別途ご連絡する



遠隔授業の流れ（例）

予
復
習
教
材

出
席
確
認

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル テ

ス
ト
・課
題
等
確
認

課
題
等
指
示

学
生
へ
のU

R
L

通
知

配
付
資
料

授業開始
時間

授業終了
時間

Zoom
関連作業

kibaco
関連作業

機
材
準
備

音
声
・映
像
確
認

授業配信
（双方向の働きかけ）

小
テ
ス
ト
等

4
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Part1 授業開始前の準備
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◼ ポイント
１．Zoomだけではできないことがある
→kibacoの併用

２．開始前に学生に対する情報伝達が
必要

→特にZoomのURLが伝わっていないと
参加できない

３．Zoomのスケジュールは余裕をもって
４．授業の内容に合った機材を準備



授業前の準備：授業時間のセッティング

7



Zoom自体のセッティング変更
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設定



1単位＝45時間の原則
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◼ 1単位＝45時間の学習量（大学設置基準）
ということは・・・2単位の授業には90時間必要

➢週1回（2時間換算）の授業×15回＝30時間
➢授業外の学習（予習・復習等）の合計が授業の2倍になって
いるという想定

授業回数が15回未満になっても、この基準が緩和される
わけではない→ライブ授業以外の学びを指示



授業前の準備：学生にURLを告知
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Kibacoを使う



授業前の準備：機材の準備・確認
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イラスト Copyright © いらすとや

✓ 受講学生に見えない・聞こえないを避ける
→特に教室から授業をして黒板やホワイトボードを使う場合
必ず一度はリハーサルをしてみる
（Zoomにはホワイトボード機能がある。画面の共有から選べる）



準備のヒント
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✓ Zoomの言語切り替えは可能？
→右下のインジケータから可能
✓ パスワードは必要？
→必要（URL自体に組み込まれている）
別に知らせることも可能
✓ 「待機室」の役割は？
→ホストが認めた者だけ
参加可能にできる



注意点
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✓ スマホを使っている学生もいる
→PPTのフォントは「ゴシック系」「24以上」のサイズで
✓ 全員にWiFi環境があるわけではない
→必要がなければ高精細ビデオなどを多用しない
✓ 同じような授業を1日に何度も見ている
→教員ごとに設定が微妙に異なる可能性もある
✓ 大学の授業自体を経験していない1年生
→「決めごと」や「ルーティーン」を明示（例：出席の取り方、
質問の仕方、最新のシラバスの場所等）



Part2授業の実施
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オンライン会議ソフト

Zoomを使用
ID、パスワードは

契約締結後に大学から通知

◼ ポイント
１．決めごとを伝える

２．学生側がどう見える・
聞こえるかを知る

３．双方向のコミュニ
ケーション

４．終了時間をオーバー
しない



授業中の操作
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デフォルト設定では
✓ 音声はミュート

✓ ビデオは参加時
に選択

→必ず使い方を指示

デフォルト設定では
✓ 学生側もチャットは使い放題
✓ チャット内容は自動保存

✓ 参加者一覧を示しても誰が
誰なのか分からないことも

→出欠や質問に使うなら注意



授業中の操作
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画面共有の活用法工夫
→教員側のどの画面の
何を見せるか
→学生側に使わせるか

「ミーティングの終了」
≠Zoomの使用終了

レコーディングは
残り容量に注意



注意点
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✓ 授業をしながら様々な操作をするのは困難
→学習活動を事前に設計して、それに応じた機能を使用
✓ 学生側からの情報発信を盛り込む
→手段が多い（音声、映像、チャット、画面共有…）
→どの機能で何をさせるか計画しておく
✓ 終了時間を守る
→自宅や研究室では、ついオーバーすることも
✓ 次回までに学生がやっておくことを明示
→対面授業と違い、学生同士の連絡手段がないことも



Part3 授業後の工夫
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◼ ポイント
１．記録されたデータの確認・活用
２．質問への回答を用意＋αの
フィードバック

３．欠席者へのフォローをすべき
ケースがないか確認

４．技術的トラブル等を解決する方
法を確保



注意点

19

✓ 次回授業までの質問や相談受付手段確保
→オフィスアワーの設定
✓ 常に最新のバージョンにする
→利用者急増のため、頻繁にアップデートがある
✓ システムトラブルや使用法の不明点を放置しない
→Zoomのサイトが最も確実、大学の相談先も知っておく
✓ 次回授業で学生にフィードバックする
→そもそもプレゼンスが低い



アレンジしてください
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◼ 設置基準を満たしていれば、柔軟に考えればよい
×90分間Zoomを使って話し続けないといけない
→最初に学習内容や方法を指示して最後の方で確認など
×ZoomとKibaco以外は使えない
→他のツールを使うことを妨げるものではない
×毎回ライブ授業をしなければならない
→非同期（オンデマンド）を併用しても問題ない
×Zoomはライブ授業だけに使うもの
→バーチャルオフィスアワー、学生同士のグループ学習

➢ 先生方のスタイルに合わせて工夫してください



ガイダンス後は…

✓実際にZoomを使った模擬授業に参加
21・22・24日（それぞれ14時から実施）

✓ 1分で説明「どうするZoom」ビデオシリーズ
http://www.comp.tmu.ac.jp/FD/index2.html

✓ Zoom自体の「チュートリアル」サイト
https://support.zoom.us/hc/ja/articles/206618765-Zoom
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